






要約:完全大血管転換症術後遠隔期での不整脈を、Mustard、Senning、Jatene の 3 種の術

式でホルター心電図を用いて比較検討した。Mustard 術後に洞不全症候群、心房粗動など

が、Senning 術後に洞不全症候群がみられたが、Jatene 術後にはそれらはみられなかった。

また、術後遠隔期に不整脈のみられる例には、ほとんど三尖弁閉鎖不全ないし肺高血圧が

あり、これらは不整脈発生の大きな要因と考えられた。 


